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1．は じめに

　 本 号 か ら 数 回 に わ た り， ミ シ ェ ル ＝ウ ジ ェ
ー

ヌ ・

シ ュ ヴ ル ール （Michel−Eug 色ne 　ChevreU！ 1776−1889）

の 手になる色彩学 の 大著 「色彩 の 同時対 比 の 法則 とそ

の 応用 」 を，仏語原 著 1839年 版 （初版）よ り訳 出 し，

紹 介す る．

　本書 をきっ か け に，そ の 後シ ュ ヴ ル ール の 色彩研 究

は広 く匿に知 られ る こ ととな る が ，本書 の と くに美術

界に与 えた影響 は大 きい ，出版翌 年には独語訳 1854

年 に は C．Martelに よ る 英語訳， さ らに 1857年 に は 」．

Spanton に よ る英語訳が出 版 され た．　 Marte1訳は版を

重ね，こ れ を も と に F．Birrenが 解説 を付 し た 英 語 版

（1967年，1987年）は，世界中で 広 く読まれ て い る．た

だ し ， Martel訳 は仏語 か らの 直訳 であ り，もともと シュ

ヴ ル ール の 仏 語表現 も長文 で 難解で あ る こ と か ら，

正 しい 理解が浸透 して い る とは言 えな い ．Spanton訳

は分か りやす い が抄 訳 であ り，ま た あ ま り知 られ て い

ない ．

　 シ ュ ヴ ル
ー

ル に関 す る邦害 は，Martel 訳 あ る い は

Birren解説付 きか ら の 翻訳抜粋が ほ とん どで あ り，仏

語 原 著か ら の 訳 出 は い ま だ 見 た こ と が な い ．な お，

Martel訳を もと に，訳者独 自の 解釈 を加 えた邦書 ［8］

が 出版さ れ て い る こ と を付記する，

　 筆者 は t 故あ っ て 1998年頃 か ら シ ュ ヴ ル
ー

ル の 色彩

関連書 に接 す る機会 が多 く，読 書の うち に シ ュ ヴ ル
ー

ル の 科学的発想 や 探究姿勢に触 れ，シ ュ ヴ ル
ー

ル の 色

彩 論 の 正 しい 理解の た め に も，原著 か らの 訳 出 の 必要

性を強 く感 じ た．幸 い 仏語に堪能な宮崎敬子氏 （Color

Station） の 協力 が 得 ら れ る こ と と な り，こ こ に 訳 出 を

試み る こ とと し た 次第で ある．シ ュ ヴ ル ール の 色彩関

連文献 に つ い て は，以前に 本誌 XTOI．28，　no ．1 （2004）［1］

に 紹介 した の で ，参考 に され た い ．そ の 後本 誌 に掲 載

した シ ュ ヴ ル ール 関連 の 記事 ［2・7］も合 わせ て参考文

献 に挙げ る．

2 ．本書の 形態 と構成

　 1839年 の 初版本は，735ペ ー
ジ の 本文お よび 15ペ ー

ジ の 付物か ら なる 寸法 21cmxl3cm の 主 本 と，37葉

の 色刷 り図版，3葉の 白黒 図版 お よび文字の 印刷 さ

れた色紙 9枚か らなる寸法 28．5cm　x 　23cm の別本の ，2

冊構成 で あ る．なお，初版か ら 50年後 （1889年，シ ュ

ヴ ル
ー

ル 103歳 ）に フ ラ ン ス 革命 100周 年記念 版 と し

て 出 版された 第 2版，お よ び シ ュ ヴ ル ール 没後 80午 に

出版 され た復刻 版で は，図版は本文 に組 み込 まれ て い

る．

　本書の 文章構成 は，構成要素 の 名付けが現代の書物

とは違 う．下 記 の 左側 に示 す よ うに，最 大構 成 要 素

partieか ら始まり，　 division，　section ，　chapitrc ，＿と続 く

かな り深 い 階層構造 をもつ ．邦 訳 で こ れ を どう置 き換

え る か 悩ん だ が ，目本国語大辞典 （小学館） を参照の

うえ，下記 の 右側 の よ うに世 き換え た （も と は ロ ドリ

ゲ ス 日本大文典に よ る）．

1’artie 　1 　 　 　 　 　 第 1巻

Divisiorl　II

　 Section　III

　 　 ［Sous　Section　I］

　 　 　Chapitre　II

　　　　§ 3

　 　 　 　 Artic！e　4

第II部

　 第 3編

　 　 ［第 1小編 ］

　　　 第 2 章

　　　　　§ 3
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　こ の ほか本 文には，パ ラ グ ラ フ （段 落）ご とに．通 し

で パ ラ グ ラ フ 番号が付 し て ある，こ の番号 は．1か ら

1010に 及 ぶ ．

　本書に は，上記 の 構造に従 っ た詳細な 目次が ある，

仏語 の 書物の通例に従 い ，本書で も日次は 巻末に付 さ

れ て い るが，読者には まず本書の 全体像 を知 るの が良

い と考え，次ペ ージ以 降に掲載する．

　目次の 各項 目 に丸 カ ッ コ に入れ て添 えた数は パ ラ グ

ラ フ 番号 で あ る．ま た ，図版 を参照 して い る 項 目の 右

側には，そ の 図版番号などを付記 した．

3　本書の内容と訳 出部分

　本書 の 書名は，ふ つ う 「色彩の 同時対比 の法則 とそ

の 応用 （De　la　loi　du　contraste 　slmu ］tan6　des　couleurs

et 　de　ses 　applications ）」の よ うに表記 され る が，正式

に は原著 の 扉 （下 に 写真 を示 す） に あ る よ う に た い へ

ん 長 く，直訳すれ ば

　「色 彩の 同時対比 の 法則，お よ び そ の法則 に基づ き，

　絵画，ゴ ブ ラ ン の タペ ス トリ
ー
，ボ

ー
ヴ ェ の 調 度用

　 タ ペ ス トリ 「 カーペ ッ ト，モ ザイ ク ，彩色 ス テ ン

　 ドグ ラ ス，印刷，彩色 図版，建築装飾，服装，園芸，

　に 関 し て 考察し た
， 着色物の 組合せ に つ い て」

となる．

匚 ：
｝

　書 名や H 次か ら分 か るよ うに，本書 の 内容は，色彩

の 対比 や調 和に関する基本概 念 （第1巻）と色 を定め

る た め の 色 体系 （第II巻 の 予備概 念）か ら な る 理 論，

色 を使 う様 々 な分 野 にお け るそ の 応用 （第 II巻 第工〜

V 部），お よ び まと め と考察 （第 II巻第 VI部）に大別

され る．今後，本書 の 構成順 に したが っ て，訳出を行 う．

始め の 理 論部分 と最後 の まとめ ・考察部分は全訳 を，

応用部分は ，図版 を参照 して い る箇所 を中心 に部分訳

を行うつ も りで あ る．

　 なお ，Martelの 英訳版は ，白黒図版以外 の 図版が仏

語原著 とはすべ て 異 なっ て い る ．また，第 II巻第 VI

部 を第 HI 巻 として 独 立 して 扱 っ て い る．　 Birren版 は，

Martel版か ら第 II巻 の 第 IV 部 と第 V 部 を欠 い て い る

以外は，Martel版 とほぼ同 じで あ る ．

　訳語 につ い は ， 外来語で 日本語 と して定着 して い る

語 （英語 で も）は そ の ま ま にする こ とと し た ．た と え ば，

tapisserieは タピ ス リで な くタペ ス トリーな ど．また，

シ ュ ヴ ル ール の 用語使い を保 つ よ うに，若干違和感 の

あ る直訳的な表現を した個所 もあ る ．
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第∬巻　応用 の 観点か らみた 色彩の 同時対比 の 法則

　序 言 （143−144）

　予備概念 （145−254）

　　 §1 色調，色階，ニ ュ ア ン ス の 定義 （146・155）

　　 §2 色の 定義 とそ の変化 を表すた め の色立体に つ い て （156−173）

　　 §3　色彩の 調和 （174−180）

状況 1

状況 2

状 況 3

状況 4

状況 5

　 種 別 1

　 種別 2
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図版 4 （白黒）色立体 （159）

単色 の 場合 （175）

同
一

色相で 異なる色 調の 場合 （176）

隣接色相 に属 す色が，対比 に 従 っ て 組 み合 わ され た腸合 （177）

か な り離れた色相に属す差異の 大 きい 色 が，対比 に従 っ て組み合わ された場合 （178）

ある程度良い 組合せ の 種 々 の 色 を，薄 く着色 したガ ラ ス を通 して見た場合 （179）

　類似 （ア ナ ロ ジ
ー

〉の 調和 （180）

　対比 （コ ン トラ ス ト）の 調和 （180）

　 黄，緑，青，紫 と白，黒 灰 と の 配色 （181−254）
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図版 6 〜 30 （3お き）有彩色 と黒 の 配色 （203−218）

一 123 ［＝ ：＝ ＝ ＝＝＝ ニー コ
N 工工

一Electronlc 　 Llbrary 　



Color Science Association of Japan

NII-Electronic Library Service

Color 　 Scler ユce 　 Assoclatlon 　 of 　 Japan

「二三二こ二二三 1二二三 二匸二 三三［埀擾i垂至簸 嚢錘…蓼旦gll函コ

　 A 　 2 色の 組合せ （203）

　 B　補色 と黒 の 3 色の 組合せ （204−206）

　 C　補色で は ない 2色 と黒 の 3色の 組合せ （207−218）

（3） 有彩 色 と灰 （219−254）　　　　　　　　　　　　　 図版 7 〜 31 （3お き〉有彩色 と灰 の 紀色 （219−235）

　 A 　 2色 の 組 合せ （220）

　 B　 補色 と灰 色 の 3 色 の 組合せ （221−223）

　 C 　補色 で はない 2 色 と灰色の 3 色の組合せ （224−235＞

上記の 観察の 要約 （236−254）

第 1 部　い わば無限に細 分可 能な色材に よる着色物の 模倣

　）事言　（255−258）

　第 1編　 明暗法 （claire −obscure ） によ る絵画

　　第 1 章　対象物の 色 （259−260）

　　　　（1） 色 光 に よ り生 じる変化 （261−269）

　　　　  　強 さの 異 なる 2 つ の 色光 に よる変化 （270−280）　　　　　　 　　 図版 32 （白黒 ）光の 影響 （271−333）

　　　　（31 見る人 の 目に対 してすべ て の 而が 同じ位置に ない 表面か ら放射され る拡散昼光に より生 じる色 の 変化

　　　　　　（281國298）

　　第 2 章　画家 と は 異なる視点か ら見た 着色物 と，画家に よ る そ の模倣 との差異 （299−300）

　第 2 編 　
一様彩色法 （teinLes　plates）に よ る絵画

　　単一章　
一様彩色法による絵画 （301−304）

　第 3編　絵 画における配色

　　第 1 章　絵画 に お け る 配色 とい う語 の 慣用 的 なさまざまな意味 （305−306）

　　　　〔1） 白色光と陰影に対する空気遠近法を考慮 した配色 （307）

　　　　（2） さ まざまな色光に対す る 空気遠近法を考慮 し た 配色 （308−312）

　　　　C3） 固有色 の 調和お よ び 絵の さまざまな構成色の 調和 を考慮 した 配色 （313−322）

　　第 2章　色彩 の 同時対比 の 法則 の 配色 へ の 利用 （323）

　　　　〔ユ） 対象物 の 光 の 変化 を早 く確実 に発 見するため の 法則 の 利用 （324−328）
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ー

　第 1 章

　第 2 章

　第 3 章

　第 4 章

第 2 編　 ボ
ー

ヴ ェ の 調度用 タペ ス トリ
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ー
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第 3 編 　サ ヴ ォ ヌ リの カーペ ッ ト

　第 1 章　サ ヴ ォ ヌ リの カ ーペ ッ トの 要素 　（399−403）

　第 2 章　サ ヴ ォ ヌ リ の カ
ー

ペ ッ ト制作 に お ける 色彩混合 の 原理

　第 3章　 サ ヴ ォ ヌ リの カーペ ッ ト制作 にお ける色彩対 比 の 原理

ゴ ブ ラ ン の タ ペ ス トリ
ー

の 要素 （372−375）
ゴ ブ ラ ン の タ ペ ス トリ

ー織技法におけ る色糸混合 の 原理 （376・380）
ゴ ブ ラ ン の タ ペ ス ト リー織技法に お ける対比 の 原理 （381−388）

ゴ ブ ラ ン の タ ペ ス トリーの 模範に 求め られ る 品質 （389−392）

（404−405）

（406）
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　第 4 章　サ ヴ ォ ヌ リの カーペ ッ トの 模範が満たすべ き条件 （407−420）

　　　〔1） 条件 1 形ある物の それぞれ の 面積 （408−409）

　　　〔2） 条件 2　明視性 （4ユ0−413）

　　　（3） 条件 3 場所あ る い は 人 との 共通性 （414）

　　　〔4｝ ．条件 4　色 の配置 （415−418）

　　　〔5！ 条件 5　室内の装飾で 共に使用する物 と カーペ ッ トの 調和 （419−420）

第 4編　 商用 の 調度用 タペ ス トリ
ーと カ ーペ ッ ト

　第 1章　商用 の 調度用 タペ ス トリ
ー

（421）

　第 2 章　商用 の カーペ ッ ト （422−428）

　　　（．1＞ 明暗法に よる カーペ ッ ト （422−425）

　　　（2） 平 面彩色法に よ る カ ーペ ッ ト （426・427）

　　　（3） 明暗法 と平面彩色法 の 中間の 方法に よ る カ ーペ ッ ト （428）

第 5 編 　 モ ザ イク

　単
一

章 （429）

第 6 編　ゴ シ ッ ク大聖 堂 の ス テ ン ドグ ラ ス

　単一章 （430−438）　　　　　　　　　
“

第皿部　布や紙 へ の 印刷

　第 1 編　布へ の 図柄 の 印刷

　　．単
…’
章　　（439−445）

　第 2 編　 色紙へ の 図柄の色刷 り印刷

　　第 1章　　総論　（446−447）

　　第 2章 人物，風景，大 きな花な どが書かれた壁紙 に対する色彩 の 同時対 比 の 法則 （448449）

　　第 3 章　
一色あ る い は少な い 色の 図柄 をもつ 壁紙に対す る色彩 の 同時対比 の 法則 （450−453）

　　第 4章　 壁紙 の縁に対 す る色彩 の 同時対比 の 法則 （454・500）

　第 3 編　色紙 へ の 活字 の 印刷 また は文字 の 手書 き

　　第 1章 序論 （501−505）

　　第 2 章　拡散昼光下で 読む場合の色 の 組合せ （506−519）　　　 　　　　　　 9種 の 色紙へ の 印刷例 （506−516）

　　　　（1｝ 数分間読む場合 （506−517）

　　　　（2｝ 数時 間読 む場合 （518−519）

　　第 3 章　人工 光下で 読む場合 の 色 の 組合せ （520）

第W 部　彩色 図版にお ける
一

様彩色法

　第 1 編　地図の 彩色

　　単一章 （521−526）

　第 2 編　挿絵 の 彩色

　　単一章 （527−539）

図版 33 地図 の 彩色 （J
「24）

第 V 部 　あ る程 度の 大 きさをもつ 着色物 の 配置

　第 1編 　建 築に お け る 色彩

　　第 1 章　エ ジ プ ト建 築に お け る色彩 （540−545）

　　第 2 章 ギ リ シ ャ 建築に お け る 色彩 （546−548）

　　第 3 章 　ゴ シ ッ ク建築に お ける色彩 （549−555）

　第2 編 　室 内装飾へ の 応用

　　｝寺二言　（556）

［＝ ＝＝＝＝＝＝＝＝ ＝＝＝＝ ＝＝コ 125
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ag　1 章　木の椅子に使用する布の 組合せ （557−563）

第 2 章　絵画，版画，リ トグ ラ フ の 額縁 の 組合せ （564−572）

第 3 章　教会内部の 全体装飾 （573−581）

第 4 章　美術館 の 装飾 （582−583）

　　　｛1） 絵画 の 美術館 （584）

　　　（2｝ 彫刻 の 美術館 （585−587）

　　　（3） 自然物の 博物館 （588−589）

　第 5章　劇場の ため の色彩 の 選択 （590−591）

　　　（1） 桟敷席 の 下地 （592−595）

　　　（2） 桟敷席 の 前面 （596）

　　　（3） 劇場 の 天井 （597）

　　　（4） 緞帳に つ い て （598）

　第 6 章　家お よ び宮殿の 室内装飾に お ける 配色 に つ い て （599−600）

　　 §1　 布や壁紙を使用する 際の 室内装飾に お ける配色

　　　〔1〕 腰壁 （壁 の 腰 の 部分 ）（601−603）

　　　（2）　壁紙　（604−626）

　　　｛3） コ ーニ ス （天井 と壁 の 境 目の軒蛇腹 ） （627）

　　　（4） 腰壁の 前に置か れた椅子 （628−633）

　　　（5） 窓とベ ッ ドの カ ーテ ン （634）

　　　〔6）　扉　（635−636）

　　　（7）　　窓　　（637）

　　　（8） 絨 毯 （638．639）

　　　（9） 絵画 （640−644）

　　§2　室 内の 壁 に木や 大理石や ス タ ッ コ （化粧漆喰）が使われ て い る場合 ，ある い は木や石や 漆喰の 壁 に絵

　　　　　が 描か れ て い る場合の ，室内装飾に おける配色 （645−655）

　　　（1） 板張 りの 室内 （645−647）

　　　C2） 大理石張 りの 室内 （648−650）

　　　〔3） ス タ ッ コ 張 りの 室 内 （651−652）

　　　（4） 板張 りまた は何 らか の 漆 喰張 りで ，多 くの 色 が使 われた 室 内 （653−655）

第 3 編　服装へ の 応用

　序言 （656）

　第 1 章　男性の 服装 （657−680）

　　 § 1　 衣 服の 布 の 色 の 強調ない し洗練と い う点か ら見た 対比 の 利点

　　　（1） 補色を使用 し た 制服 （658−661）

　　　〔2） 補色で は ない が対比 の 強い 色 を使用 し た制服 （662−665）

　　　（3＞ 単色 と白を使 用 した制服 （666−667）

　　　（4） 自を含 む 2 色 を使用 した 制服 （668・669）

　　　（5＞ 黒を含む 2 色を使用 した 制服 （67G）

　　　（6） 白と黒を含 まな い 2 色以 、ltを使用 し た 制服 （671）

　　　（7） 似 た色相 で ニ ュ ア ン ス の 異 なる色 を使 用 した制服 （672）

　　　〔8） 同
一．一色相 の 2 つ の 色調 を 使用 し た 制服 （673）

　　　｛9） 単色 を使用 した制服 （674）

　　 §2　 多色 の 制服 に お ける種 々 の 色 の 面積比 の 影響 （675−677）

　　 §3　衣服 の 布の 見 た 目の 清潔 さにおけ る対比 の 利 点 （678−680）

　　 こ の 章 の 付録 　1838年 の フ ラ ン ス 軍 隊 の 制服 に つ い て の 注記 （パ ラ グ ラ フ 番号 な し）

［ 二 1
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ー

ル 　色彩の 同時対比の法則とその 応用

　第 2章　女性の 服装

　　序言 （681）

　　§ 1　 白い 肌 の 女性 の 服装にお ける配色 （682）

　　 （1＞ 自い 肌 の 女性 の 2 つ の 典型的 タイプの 区別 （683−684）

　　　〔2） 髪 の 色 と帽子 や髪飾 りの 色 との 関係 （685）

　　 （3） 肌 の 血色 とそれ に接 す る ドレ
ー

プの 色 との 関係 （686−694）

　　　〔4
’
］ 帽子や髪飾 りの 色と肌に 反射す る色光 との 関係 （695−724）

　　 §2　 赤褐色 の 肌の 女性の 服装に お ける配色 （725）

　　 §3　 黒あ る い はオ リ
ー

ブ色 の 肌 の 女性 の 服装における配色 （726−727）

　　　想定 1　 画家が肌 の 色 を際 だたせ た い 場合 （728）

　　　想定 2　 画家 が肌 の 色を 目立たな くした い 場合 （729−730）

第 4編　園芸へ の 応用

　序言 （731−732）

　第 1小編　色彩の 同時対比の法則の 園芸へ の 応用

　　第 1 章　花 の 色を美 し く見せ る よ うに，庭 を飾る植物 を 最適に 配列す る 技術 （733−748）

　　　序言 （733−734）

　　　§ 1　 対比 の 調和に 関連す る花の 組合せ

　　　　（1） 色相対比 の調和に関連する 花の 組合せ （735−740）

　　　　（2） 色調対比 の調和に 関連する花 の 組合せ （741）

　　　　（3｝ 類似色相 の 対比 に 関連す る花 の 組合 せ （742−744）

　　　 §2　 類似 の 調和 に関連する花 の 組合せ

　　　　（1＞ 類似色調 の 調和に関連する花の 組合せ （745−746）

　　　　（2） 類似色相の 調和に関連する花の 組み合わせ （747−748）

　　第 2 章　葉の色 を美 しく見せ る よ うに，庭 を飾 る木を最適に配列する技術 （749−751）

　　第 3 章　花 の 色 を考慮 し た とき に，組合せ 可 能な植物 の 例 （752−766）　　 図版 34〜 39 花壇 の 配 置 （753−760）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 他に，前出 の 図版 5 −一　3／ 〔配色例の 図版） も参照さ れ る

　 第 4 章　葉 の 色 を考慮 した と きに，組合せ 可 能な植物の 例 （767）

　第 2小編 花壇におけ る植物 の 配置 と植 付け

　　序言 （768−770）

　　第 1章 植物の 列 （771−773）

　　　　（1） い わゆ る ス ク リ
ーン として の 植物の 列 （774−777）

　　　　C2） 花壇 の 構成要素と な る植物 の 列 （778−781）

　　 第 2 章　同
一種か ら な る植込 み （782−785）

　　第 3章　多種混在型 の 植込 み （786）

　　　 § 1　 孤 立 した 多種混在型 の 植 込み （787−789）

　　　 §2　従属関係の ある多種混在型 の植込 み （790−805）

　　　　〔1） 一
般論 （790−793）

　　 　　（2） 従属 関係 の あ る多種 混在 型 の 植込 み の 植付 けにお い て 守 るべ き規 範 の 提示 （794−805）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 図版 40 （自黒）植込 み の 配 置 （797）

　　 第 4 章　上記 2 章で 主張 し た 植付 け方法の 基 とな る 原理 （806−828）

第 V【部　着色物 の 色彩 を，個 々 に か つ 相 互 に関連 す る と考え て判定す る場合 の ，前述 の 原理 の 介入

　序言　（829−834）

　第 1篇 任意の着色物に つ い て，そ の 美 しさ，色 の純度，そ して 同
一

色 階に属する 色 調の 等歩 度性 を判定する場

　　　　　合 の ，色彩 の 同時対 比 の 法則 の 介入
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自稲 蘚 嘉
一
第溺 吝 舞 再 湎 〒而 「

　序言 （835）

　第 1章　同 じ色 の 2 つ の 色見本の 比較 （836＞

　第 2 章　色 の 比較に おける周辺色 の 影響 （837−838）

　第 3章　タ ペ ス トリ
ー

や カ ーペ ッ トに使用 され る羊毛や絹 の ，ほ と ん ど の 色 相 の 明色 と暗色に対す る対比 の 影響

　　　　　（839．．841）

　第 4章 　1つ の 色 階 にお ける色調 の 等歩度性 を対 比 の 法則 に よ り確認す る方法 （842）

第 2 編　種 々 の 視覚芸術 の 作品を色材 に よ っ て判定する場合 の ，色彩 の 同時対比の 法則 の 介入

　序言 （843）

　第 1 章　 2 色配色 へ の 再考 （844−857）

　第 2章　多色配色 へ の 再考 （858−859）

　第 3章　様 々 な芸術 に使用 され る色材 の 物理 的状態 と作 られ．る作品 の 特性 との ，相 互 の 影響に つ い て の 再 考

　　　　　（860）

　　 §1　 い わ ば無限 に 細分可 能な色材 を用 い る絵画に 対する色 材の 物理的状態 と，作 られ る作品の 特性の 考察

　　　　　（861）

　　　〔ユ） 明暗法に基づ く絵画 （862−869）

　　　（2） 一様彩色法に基づ く絵画 （870−872）

　　 §2 　大 きさ の 見分けられ る 色材 を用 い る視覚芸術 に対する色材 の 物理 的状態 と，作 られ る作品の 特性 の 考

　　　　 察 （873）

　　　〔1〕 明暗法の絵画に対応する タ ペ ス ト リz カーペ ッ ト，モ ザイ ク，ス テ ン ドク ラス （874−885）

　　　（2＞
一
様彩色法 の 絵画に対応する タ ペ ス ト リ

ー，カ ーペ ッ ト，モ ザ イ ク，ス テ ン ドク ラ ス （886−890）

第 3 編　有色 な い し無色の 色材を用 い た 様々 な視 覚芸術に共通 する 原理

　序言　（891−897）

　第 1章　量感 の 原 理 （898899）

　第 2章　形態 の原理 （900−902）

　ag　3 章 安定性の 原理 （903−904）

　第 4 章　色 の原理 （905）

　第 5 章　多様性 の 原理 （906−908）

　第 6 章　対称性 の 原理 （909・914）

　第 7章　反復 の 原理 （915−919）

　第 8 章　
一

般 的 な調和 の 原理 （920−926）

　 第 9章　対象物と使用 目的との 適合性の 原理 （927−932）

　第 10章　明視性の 原理 （9339．　35）

第 4 編　芸術作品を鑑賞する 人 の 心 の あ り方

　 単
一

章 （936−938）

著者 の 研究歴概 説 と本書 の 最終結論

　 （939＿957）

対比に 関す る最新の 考察

§ 1

§ 2

§ 3

§4

多 くの 自然現象 の 観察に お け る対比 の 考察 （959−964）

大 きさの 異 な る 2 つ の 隣接物 に関す る対比 の 考察 （965−966）

聴覚，味覚 ，臭覚 に 対 し，対比が考 え ら れ る か （967−992）

今後対比 の研究は，多 くの 知的現象に広が る よ うに 思 える （993−1010）

おわ り

（ド訳 ： 宮崎敬子）
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